
自己評価票 房総のむら

自己
評価

総合
評価

自己評価

達成 4 A 達成 達成値≧75％ 4

ほぼ達成 3 B ほぼ達成 達成値≧65% 3

やや不十分 2 C やや不十分 達成値≧50% 2

不十分 1 D 不十分 達成値＜50% 1

値の説明 数値

令和４年度実績 1件

前年度実績 7件

令和４年度実績 1,124点

前年度実績 0点

令和４年度実績 1件

前年度実績 1件

令和４年度実績 2件

前年度実績 4件

令和４年度実績 21件

前年度実績 15件

令和４年度実績 2件

前年度実績 4件

令和４年度実績

前年度実績

令和４年度実績 2件

前年度実績 1件

目標値＜50％

分類 大項目 中項目
小　　項　　目 達成

状況

千葉県立博物館の事業に係る自己評価票（令和４年度事業）

達成度（数値達成度のめやす） 満足度欄の達成度

目標値≧100％

目標値≧80％

目標値≧50％

B

2 資料の情報化・公開実績 4
民俗資料の公開事由を整理し､
データを更新･登録したため

総合
評価

備考
　上段：達成値　下段：目標値

1 博物館資料の受入等 1

5 館内利用（学術調査等） 2
収蔵資料
の有効活
用

4 館外貸出（外部機関等展示等） 4

B

6 著作物資料への利用（出版物掲載等） 4

調査研究

7 調査事業件数 件数 2

B

屋外展示「昔のくらし」に係る調
査1件、及びトピックス展「上総掘
りでホリヌキ井戸を掘る」に係る
調査1件

8

大項目Ⅰの総合評価（Ａ～Ｄ） B

博物館コメント
風土記の丘資料館改修中の影響もあり、収蔵資料の活用に関しては昨年同様に実績が少ない状況となったが、資料の公開についてはデータを更新し、1124件
の登録をすることができた。

共同調査事業件数 件数

9
研究成果の公開状
況

論文研究報告 4

屋外展示「昔のくらし」展示解説
書
トピックス展「上総掘りでホリヌキ
井戸を掘る」解説シート

Ⅰ

収蔵資料の
整理・保存
有効活用・
調査研究

収蔵資料

自己評価票（房総のむら）1



自己評価票 房総のむら

値の説明 数値
分類 大項目 中項目

小　　項　　目 達成
状況

総合
評価

備考
　上段：達成値　下段：目標値

令和４年度実績 165,122人

前年度実績 129,111人

令和４年度実績 75,934人

前年度実績 0人

令和４年度実績 31,626人

前年度実績 27,809人

令和４年度実績 2回

前年度実績 1回

令和４年度実績 1回

前年度実績 0回

令和４年度実績 1回

前年度実績 1回

令和４年度実績 112%

前年度実績 100%

令和４年度実績 10件

前年度実績 12件

令和４年度実績 231回

前年度実績 53回

令和４年度実績 355,062件

前年度実績 346,522件

令和４年度実績 18件

前年度実績 13件

4

A2
トピックス展「上総掘
りでホリヌキ井戸を掘
る」

入館者数 4

会期：7/16～11/23

1 博物館 入館者数

3
民家展示
「昔のくらし」

入館者数

5
トピックス展「上総掘
りでホリヌキ井戸を掘
る」

実施回数 4

4

会期：10/1～11/13
前年度実績、27,809人は
屋外展示「千葉の民俗芸能」

4 常設展示 更新回数 4

A

民家展示1回
資料館リニューアル1回

6
民家展示
「昔のくらし」

実施回数 4

前年度実績、1回は
屋外展示「千葉の民俗芸能」

総合的な
満足度

7 常設展示

アンケート満足度「非
常に満足」＋「満足」の
割合

令和４年度実績

展示の充
実

80% 4

A8
トピックス展「上総掘
りでホリヌキ井戸を掘
る」

令和４年度実績 84% 4

大項目Ⅱの総合評価（Ａ～D） A

博物館コメント
新型コロナ関連の規制緩和に伴い、コロナ前の水準には達していないものの、来館者数は確実に増加している。また、来館者アンケートには「自分の子どもの頃
の懐かしい体験を、自分の子どもと話しあえて良かった」などと高い評価が多かったが、「当日体験がすぐに埋まってしまい体験できなかった」という意見もあっ
た。

9
民家展示
「昔のくらし」

令和４年度実績 85% 4

Ⅱ
入館者数と
来館者の満
足度

来館状況

4

A

R3入場料収入を100％として増
加率を算出

外部資金 2 外部資金の獲得 件数 3

賛助会員（12人→10人）

入場料 1 入場料収入 収入金額の比較

報道機関への情報
発信

取材件数

大項目Ⅲの総合評価（Ａ～D） A

博物館コメント 新型コロナ関連の規制緩和に伴い、来館者数が増加した。なお、外部資金の賛助会員は2団体が退会したため2件減少した。

Ⅲ 財源の確保

4

大項目Ⅳの総合評価（Ａ～D） A

4

A

HP更新　36回
ツイッターアップ　195回

2 HPでの利用状況 アクセス数 4Ⅳ
広報活動の
積極的な展

開

広報情報
発信

1 HP等の情報発信 アップ数

3

博物館コメント
ブログで四季それぞれの写真入り紹介文を載せたり、マスコットキャラクターによるツイートをこまめに発信するなど、むらの情報発信や報道機関への情報提供
などに努めた。
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自己評価票 房総のむら

値の説明 数値
分類 大項目 中項目

小　　項　　目 達成
状況

総合
評価

備考
　上段：達成値　下段：目標値

令和４年度実績 299校

前年度実績 183校

令和４年度実績 20,495人

前年度実績 11,674人

令和４年度実績 19,392人

前年度実績 11,041人

令和４年度実績 0校

前年度実績 0校

令和４年度実績 0人

前年度実績 0人

令和４年度実績 19団体

前年度実績 12団体

令和４年度実績 16回

前年度実績 12回

令和４年度実績 267人

前年度実績 254人

令和４年度実績

令和４年度実績 640人

前年度実績 45人

Ⅴ

学校及び地
域（関係団
体）との連
携・協働

学校との
連携

1

学校利用受入

学校数 4

A3 生徒・児童 入館者数 4

2 入館者数 4

4

博学連携（幼小中
高への出前講座
等）

学校数

5 利用者数

ユニセフ107人､千葉交響楽団
137人､博物館実習5人､インター
ンシップ5人､中央博「里山観察
会」13人

9 友の会活動 利用人数

令和元年度で活動を停止

地域連携19団体

7 利用回数 4

6

連携・共催（大学、
NPO等）

団体数 4

A8 利用者数 4

10 ボランティア活動 活動延人数 4

大項目Ⅴの総合評価（Ａ～D） A

地域関係
団体との
連携

博物館コメント 新型コロナ関連の規制緩和に伴い、学校団体の利用をはじめ、連携、共催等の事業も徐々に実績が増えている。
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自己評価票 房総のむら

値の説明 数値
分類 大項目 中項目

小　　項　　目 達成
状況

総合
評価

備考
　上段：達成値　下段：目標値

令和４年度実績 36人

前年度実績 63人

令和４年度実績 55人

前年度実績 105人

令和４年度実績 13人

前年度実績 51人

令和４年度実績 72人

前年度実績 0人

令和４年度実績 6,712人

前年度実績 103人

令和４年度実績 15,632人

前年度実績 8,444人

令和４年度実績 107,036人

前年度実績 55,388人

8 令和４年度実績

9 令和４年度実績

10 令和４年度実績

11 令和４年度実績

12 令和４年度実績

13 令和４年度実績

14 令和４年度実績

令和４年度実績

令和４年度実績 5人

前年度実績 4人

令和４年度実績 15人

前年度実績 5人

令和４年度実績 0人

前年度実績 0人

令和４年度実績 5人

前年度実績 0人

令和４年度実績 19回

前年度実績 13回

令和４年度実績 1回

前年度実績 1回

Ⅵ
教育・普及
活動

来館状況

1

講座

考古学講座 参加者数 2

子ども里山
観察会・里
山観察会

参加者数 1

4

体験
教室

出張体験 参加者数 4

C2
伝統芸能入
門

参加者数 2

3

A

わくわくフェスタ　72人

5 団体体験 参加者数 4

講座や体験ごとのアンケートを
実施していないが、参加者から
の聞き取りではとても良かった、
良かったという回答を得ることが
できた。

○○

○○

体験
教室

○○

7 体験 参加者数 4

6
ワークシートを利用
した「むら探検」

参加者数 4

A

満足度「とっても良
かった」＋「良かった」
の割合○○

○○ 満足度「とっても良
かった」＋「良かった」
の割合○○

総合的な
満足度

講座

○○

満足度「とっても良
かった」＋「良かった」
の割合

大項目Ⅵの総合評価（Ａ～D） B

利用状況 15 相談件数
（来館、メール、電話等）

利用件数

2 教員等の研修 4

博物館コメント
新型コロナ関連の規制緩和により団体の利用等が増えているが、風土記の丘資料館の改修工事の影響や子ども里山観察会が悪天候で中止となったなど、講
座関係では利用が減少した。

Ⅶ
人材育成と
安全管理

実習
研修

1 博物館実習 4

A

3 職場体験

4 インターンシップ 4

大項目Ⅶの総合評価（Ａ～D） A

博物館コメント
職場体験事業は前年度と同様に実施がなかったが、職員研修では「労災事故予防」や「接遇」、「新型コロナウイルスに関する産業医の講話」、「個人情報保護」
など全体研修の実施や、「食品衛生責任者養成研修」「県文化財管理指導講習会」「刈払機取扱作業者安全講習」などの専門的な研修を外部で受講させた。

全体研修12回
専門技術研修3回
その他研修4回

6 防災訓練実施等 実施回数 4

安全管理

5 研修会の開催 実施回数 4

A
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自己評価票 房総のむら

値の説明 数値
分類 大項目 中項目

小　　項　　目 達成
状況

総合
評価

備考
　上段：達成値　下段：目標値

令和４年度実績 50団体

前年度実績 16団体

令和４年度実績 1,445人

前年度実績 1人

令和４年度実績 1件

館設定の目標 2件

令和４年度実績

前年度実績

令和４年度実績 0回

前年度実績 0回

令和４年度実績 0回

前年度実績 0回

令和４年度実績 毎日

前年度実績 毎日

大項目Ⅷの総合評価（Ａ～D） A

博物館コメント
新型コロナ関連の規制緩和を受け、県外や外国からの来館者は増加に転じている。特に当館は成田空港が近いことから、令和5年に入ってから外国人入場者
が増えており、多言語のパンフレットを新たに準備したり、受付では簡単な英語での応対が可能な職員を配置するなどの対応をとっている。

A

2 外国人来館入込 4

Ⅷ
観光資源と
しての活用

観光連携

1 県外来館団体入込 4

1

D

当初、「農具ー秘められた技－」
と「昔のくらし」の製作を予定して
いたが、資料館改修などにより
「昔のくらし」のデジタル化のみと
なった。

2
デジタルミュージア
ム等のコンテンツ
の利用状況

視聴数

個別チャンネルの視聴数把握で
きない。

1
デジタルミュージア
ム等のコンテンツ
の作成・整備

制作数

3
インターネットを活
用したオンラインで
の講座等の開催

開催回数

大項目Ⅸの総合評価（Ａ～D） D

博物館コメント 演目の多くは「体験」するスタイルであり、オンラインでの講座については今後検討していく。

4
デジタル・デバイド
解消のための対策

実施回数

約50ヘクタールの敷地内に施設
が点在していることから、Wi-Fi
環境の整備に時間を要する。今
後は重点箇所の設定など検討し
ていく。

Ⅸ ICTの活用
ICTの活
用

総合評価と次年度
への対策

●資料館のリニューアルオープンに伴い、次年度は収蔵資料の活用や調査研究項目を増やすことに努め、なお、デジタルミュージアムのコンテンツを計画的に
増やすなど、評価の低い分野の取組に努めたい。また、オンライン講座についてはハードウエアを含め、検討していきたい。

博物館コメント 新型コロナ関連の規制緩和はあるものの、基本的な感染症対策は確実に実施している。

総合評価（Ａ～D）　　［各達成度の平均］ A

A

大項目Ⅹの総合評価（Ａ～D） A

Ⅹ その他
コロナウイ
ルス感染
症対策

1 館内消毒の実施等感染対策実施 4

自己評価票（房総のむら）5


